
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和元年 ５月 ２２日 

学校名  福井市大東中学校   

校長氏名   湯口 和弘    

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 福井市の自然環境・地球環境について学習します。 

② 学校で節電・節水・資源の節約に努めます。 

③ ごみの分別を徹底します。 

④ 地域と連携して、分別回収やリサイクルに取り組みます。 

２ 取組内容 

①福井市の自然環境・地球環境について学習します。 
・環境整美委員会で、地球環境問題やエネルギー資源節約の必要性について調べ、全校 
生徒に周知します。 

②節電・節水・資源の節約に努めます。 
・環境整美委員会で、節水・節電・資源の節約について、掲示物の作成及び呼びかけを 
します。 

・使用しない教室では電気をこまめに消すなど、省エネ意識の向上に努めます。 
・冷暖房の設定温度を厳守します。 

③ごみの分別に努めます。 
・学校全体で、市で定められたごみの分別を徹底させます。 
（例）清掃時のごみの回収、給食片付け時のごみ捨て 

④地域と連携して、分別回収やリサイクルに取り組みます。 
・新聞紙、雑誌、アルミ缶の回収をＰＴＡや地域と連携して実施します。 
・リサイクル用制服（制服・体操服・雨合羽・柔道着など）を回収して、再利用します。 
・各教室で出た古紙を、リサイクルボックスで回収します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

②の節約への諸活動においては、全校生徒への呼びかけの機会をつくり、集団の中での発 

言や行動に責任を持たせ、主体的に活動に参加する態度を養う。（進んで参加する態度） 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告 

学校名     福井市大東中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 福井市の自然環境・地球環境について学習します。 

② 学校で節電・節水・資源の節約に努めます。 

③ ごみの分別を徹底します。 

④ 地域と連携して、分別回収やリサイクルに取り組みます。 

２ 取組内容 

①  福井市の自然環境・地球環境についての学習 

  ・1年生の総合的な学習の時間、「地域探究学習」の一環として、福井県総合グリーン

センターを取材した生徒は、温室内の見学や職員の方と植栽を行い、「グリーンセン

ターで教えてもらったきれいな花を自分たちで育て、東藤島地区の自然をＰＲしよ

う」という提言をまとめ、発表しました。 

  

 

 

 

 

 

  

 

② 節電・節水・資源の節約 

 ・環境整美委員会が、全校生徒に節電・節水について呼び

かける啓発カードを作成しました。カードは校内の電灯

のスイッチや水道近くに貼りました。日常の学校生活に

おいて目につくところに貼られたカードを通して、全校

生徒に節水・節電を考えてもらい、生活を振り返る良い

機会となりました。体育館などを利用する地域の方々の意識を高める効果もあった

と思います。 

 ・給食のときに出る燃えるごみは、不要になったプリントを再利用して、小さなごみ

箱をつくり、そこに捨てるようにしています。 

 ・電力のディマンド値を測定できる機器を導入し、節電に努めました。 

   

③ ごみの分別 

・教室内に 2種類（燃えるゴミ、燃えないゴミ）のゴミ箱が設置してあるか確認し、

年度初めに分別の仕方を各クラスで確認しました。 

 

 

 



 

④ 地域と連携した分別回収やリサイクル 

 ・新聞紙、雑誌、アルミ缶の回収をＰＴＡや地域と連携して実施しました。 

 ・リサイクル用制服（制服・体操服など）を回収して、ＰＴＡの方々と共にリサイク

ルバザーを行いました。 

   ・各教室で出た古紙を、リサイクルボックスで回収し、環境整美委員会の活動とし

て、毎月生徒が主体的に紙ひもで結んで運び、処理しました。 

                    

 

 

 

 

 

年２回実施している資源回収  

★ ＥＳＤポイント 

④については、全校生徒がＰＴＡや地域住民と協力して、資源回収活動を行いました。この

活動を通し、分別回収に関心を持ち、主体的に活動する態度を養うことができました。 

（進んで参加する態度） 
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 【具体的効果】 

環境整美委員が、節電や節水、ゴミの分別の徹底などを通して様々な情報を発信

することで、なぜ地球環境問題やエネルギー資源の節約に取り組まなくてはなら

ないのかを理解し、節水、節電、ごみの減量化など、自分たちができることに主

体的・積極的に取り組もうという気持ちが高まってきています。また、校内の清

掃について環境整美委員を中心として清掃コンクールが行われ、学校全体をあげ

て自分たちの学校をきれいにしようとする意識が高まりました。 

【改善点】 

今年度は、環境整美委員が中心となって、節電や節水、清掃について全校で考える

機会を設けました。このような取り組みが環境整美委員会だけでなく、様々な生徒

が環境を守るということに対して意識を持って取り組んでいけるようにしたいで

す。 


